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みんなの声
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松岡 秀美さん卓球
「いまいちクラブ」70歳以上の男女10名で頑張ってます。
金曜日20時～22時、中央体育館にて、会費は500円。
仲間募集中 !

田中 司さん柔道

櫻井 英夫さん剣道

大塚 富和さん登山
自然とふれあい、山が大好きな登山グループです。
健康第一でゆっくり楽しく登っています。

中山 信和さんソフトボール
会員みんなで頑張っています。仲間を募集しているよ !!

剣道は、剣の理法の修練による人間
形成の道。子どもから高齢者まで一
緒に稽古できるのが醍醐味、交剣
知愛で豊かな人生を！

「もう一度、道着を着てみませんか?」
稽古は、B&Gで、火曜日と木曜日の
19時～21時に行っています。郡大
会、県大会に再度出場を目指して頑
張っています。



聴かせてください!!
今回は体育協会理事の紹介をします。
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樋口 秀隆さん陸上
毎週水曜日、17時半から川崎小学校
グラウンドでジョギングクラブとして
走力向上の練習。「川崎町民駅伝」、
「郡体駅伝」や「福岡駅伝」で成績アッ
プを目指しています。

大塚 城司さん硬式テニス
「テニスを楽しもう』をモットーに
木曜日の19時～22時まで練習
創部30周年です !!
ただ今、入会者募集中です。

村坂 定一 さん軟式野球
軟式野球連盟は現在活動休止中ですが、
郡民大会では、選手選抜を行い頑張っています。
今年度は10月19日に開催予定です。
優勝目指して、頑張っています！

廣畑 博子さんインディアカ
コロナ禍のため、解散チームが増加。練習が出来ていない。
そろそろ、自分たちの身体のためにも始めようかと思っています。

神森 高志さんバドミントン
毎週、金・土・日・月・火、東中学校で
20時～22時まで練習しています。
各大会の優勝目指して頑張っています。



渡邉 婦美子さんグラウンドゴルフ
早朝から頑張っています。今年の郡民大会で優勝しました！

体育協会新役員

鈴木 仁 さん
しのぶ

ソフトテニス
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川崎町ソフトテニスクラブは今年で
46年になります。
毎週木曜日、19時～21時まで練習 !!
総勢30名でレベルアップに励んでい
ます。入部者歓迎します。
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計画期間は、令和6年4月1日から令和11年3月31日
まで5年間の計画です。

第2次川崎町中小企業振興基本計画
　中小企業者の自主的な取り組みを基本とし、川崎町中
小企業基本条例に掲げる7つの基本方針を柱に施策に取
り組みます。

2つの基本計画を認定

● 中小企業者の経営基盤及び従業員の育成の強化の促進
● 中小企業者の創業等の促進
● 中小企業者と地域の協働関係の創出
● 地域資源を活用した事業の推進
● 観光事業との連携による協力関係の創出
● すべての住民が参加できる産業振興の推進
● その他町長が必要と認める施策の推進

● 川崎特有の観光資源を活かした新たな
　交流機会の提供
● 元気が出る川崎の「食」の提供
● 観光振興活動の総合的なコーディネート
● 積極的な情報発信とプロモーション

7
つ
の
基
本
方
針

計画期間は、令和6年4月1日から令和11年3月31日
まで5年間の計画です。

第2次川崎町観光振興基本計画
　「旧き良き『川崎のこころが』新しき良き『川崎の出
会い』を創る」をコンセプトに、次世代につながるまち
づくりをすすめるため、4つの基本方針を実践していき
ます。

4
つ
の

基
本
方
針

◆De・愛広場周辺整備事業
2億950万円2億9,289万円 138億183万円

補正後補正額

補正予算
一般会計 （第1号）

補正の主な内容

◆会計年度任用職員１名増による人件費226万円 3億705万円
補正後補正額

後期高齢者特別会計 （第1号）

補正の主な内容

De・愛広場整備の内容は？

委 員

執行部

駐車場に入る道路の両側にある田んぼを買収、造成、
トイレ設備の設置、桜の植樹を予定している。
地域の人たちの憩いの場となるような公園整備を進める。

城山子どもの森公園にある遊具を移設できないか。

委 員

要 望 執行部

新設と移設での費用に大差はない。
移設は危険が伴い安全面の保証が難しい。
安全な移設が確保されれば検討したい。

委員会での質疑応答

桜だけではなく、秋に色付く樹木の植樹も検討いただきたい。

中小企業 観光振興

▲（仮）「道の駅かわさき」
　完成イメージ
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●提出された3つの請願

主な請願内容
　● 入札監視委員会が、形骸化することを防ぐための規則の改正
　● 入札や契約において、違法などの事案発生を防ぐため、条例を制定
　● 委員会の委員の選任にあたり選任理由を広報紙などで公表
不採択理由→令和7年度より開催することに改善されている。
　　　　　　今後も適正な運営になっていくものと判断。

主な請願内容
　● 監査基準・監査結果報告を広報紙などで公表するための条例改正
　● 監査委員は財務監査の観点のみならず行政監査観点にも意を用いる
　● 監査委員は、意見又は勧告を決定するときは、個別外部監査契約の締結の要否を積極的に
　　検討すること
　● 監査委員を選任した時は、選任の理由を広報紙などで公表
不採択理由→現在行われている監査については適正な運営をされており、問題がないと考える。

主な請願内容
　● 審査会の公平中立のために、条例及び規則の改正
　● 調査の事後検証を可能にするために、条例及び規則の改正
　● 調査の会議録を作成し公表させるための、条例を改正
不採択理由→請願内容は、条例及び規則の改正を求めるもので、条例改正とは、執行部や議会が
　　　　　　熟考を重ね関係者からも意見を聞きながら改正または制定するものと考える。

条  例  の  一  部  改  正
職員定数条例を改正
２２４人から２２１人へ職員定数が改正されました。
これは、職員の退職、新規採用等により令和７年４月１日現在の職員数に合わせるものです。

請願第3号 「川崎町政治倫理審査会の適正な運営を求める請願」

請願第2号 「川崎町監査委員の適正な職務執行を求める請願」

請願第1号 「川崎町入札監視委員会の適正な運営を求める請願」

県道整備促進で意見書可決
　川崎町には後藤寺方面から
添田に至る県道（赤池・添田線）
と永井方面から赤村に至る県
道４２３号川崎・猪国線が通っ
ていますが、この路線中、旧
林鉄工所前の歩道改修が進ま
ず放置されたままになっており
ます。そこで県知事に意見書を
提出し、整備促進を強く要請
いたしました。

▲歩道未設置の旧林鉄工所前県道



議会日誌
4月 5月 6月

15・28日

委員会

民生文教常任委員会

3・10日 広報広聴常任委員会

8・30日

10・23日

総務常任委員会

7・21日 民生文教常任委員会

建設産業常任委員会

調査特別委員会

議会運営委員会

23日 全員協議会

30日

1日

25日

第1回川崎町議会（4月会議）

委員会

委員会

調査特別委員会30日

議会運営委員会29日

本会議

委員会（総務・民生・建産）

議会運営委員会

予算決算常任委員会（補正予算）
委員会（総務・建産）

本会議（最終日）・全員協議会

3日

4日

調査特別委員会16日

民生文教常任委員会24日

5日

6日
10日

11日 本会議（一般質問）

12日

第2回川崎町議会（6月定例会議）

本会議・広報広聴常任委員会

議会の傍聴
においでください

◎9月 2日…本会議（初日）
◎9月 5日…本会議（中日）
◎9月12日…本会議（一般質問）
◎9月16日…本会議（最終日）次回定例会予定
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総務常任委員会12日

12・26日 建設産業常任委員会

議会運営委員会 （円滑な議会運営を行うため、議会の進行、日程調整などを担当）

※◎…委員長　○…副委員長を表記しています

総務常任委員会

残りの任期、がんばります！
（町全体の計画、財政、防災などを担当）

◎手嶋真由美 ○松岡　久代 中山　信和 杉本　数政 手嶋　康徳

民生文教常任委員会 （教育、健康づくり、福祉などを担当）

◎川根　節生 ○櫻井　英夫 寺田　　響 山下　美穂 繁永　英樹

建設産業常任委員会 （道路、住宅、農業、観光などを担当）

◎樋口　秀隆 ○見月　康一 千葉加代子 政時喜久美 松田　孝行

広報広聴常任委員会 （議会だよりの編集などを担当）

◎中山　信和 ○手嶋真由美

山下　美穂 樋口　秀隆 櫻井　英夫 松田　孝行

◎寺田　　響 ○櫻井　英夫

川根　節生 中山　信和 樋口　秀隆 手嶋真由美 手嶋　康徳

予算決算常任委員会 （町の予算を担当）

◎手嶋　康徳 ○松田　孝行 議長を除く議員13名



一般質問 町
政
を
問
う
!!

よりよいまちづくりを
めざして

一般質問とは、定例会議において、各議員が住民の代表として、行政全般にわたり
町当局の考え方や疑問をただすことです。 質問・答弁の詳細は二次元コードから見れます
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答 現在、策定の準備を進めている 
個別避難計画の策定は 問

動画は
コチラ

千葉加代子 議員
ち    ば     か    よ     こ

4月16日の西日本新聞に、
「災害弱者、進まぬ避難計

画、九州策定率2割台」という記
事が掲載された。
　本町の個別避難計画の要支援
者数と策定済みの人数は何人か。

自宅で生活されてい
る方のうち、介護保

険の要介護3～5の認定を受けて
いる方が286人、身体障害者手
帳1～2級、療育手帳Aに該当す
る方が476人、合計762人。要
支援者一人一人に対する個別支
援計画については、現在、策定

の準備を進めている。
11年の東日本大震災後、
国は13年に自治体に要支

援者の名簿作成を義務づけた。
21年5月には、名簿登録者の個
別避難計画を努力義務化、優先
度の高い要支援者の策定期間は
1年後に迫っている。内閣府は費
用は地方交付税に含めて市町村
に措置していると策定を促してい
る。今後はどのように取り組んで
いくのか。

災害時に浸水の想定
地域、がけ崩れのあ

る地域に住んでいる方から優先
度を考慮して策定を進めたい。

議員

高齢者福祉
課長

高齢者福祉
課長

議員

答 状況を見極め検討する
町民の方がしっかり相談できる窓口開設を問

動画は
コチラ

福祉関連の支援について、
生活保護や障害手帳が必

要な方は、役場との密接な情報
共有が必要となり個人情報を多く
話すことがある。
　通常窓口では、ほかの人に聞
かれてしまうため、相談すること
をためらってしまう方がいる。専
用窓口など検討したことがあるか。

専用窓口の設置を検討し
たことはないが、個人情報

保護は極めて重要であると考える。
現在、窓口の混雑状況、相談
内容を勘案し福祉課前の相談室
で対応している。状況を見極め

ながら検討すべきか考えていく。
困っている町民の方が
しっかり相談できる窓口の

開設をお願いする。

町営住宅の入居条件は、
法令で決まっているのか。

それとも条例で定めているのか。
入居資格は、公営住
宅法で定められており、

それに基づき条例を定めている。

入居に必要な書類の中に、
滞納のない証明が入って

いる理由は。
町税等の滞納は、納
税の公平性や行政運

営に支障をきたすもので、そのた
め証明書を要求するもの。

入居資格の適切な運用を
お願いし、広報紙などで

よりわかりやすい掲載を検討して
いただきたい。

議員

住宅環境
課長

住宅環境
課長

福祉
課長

議員

議員

議員

議員

山下 美穂 議員
やま した     み    ほ

他に日本語学習支援、介護保
険の支援、支援学級の児童生
徒について質問しました。

町営住宅入居者資格は問

答 公営住宅法、
条例に定められている
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答 見舞金・住宅の斡旋、家賃扶助等支援している
火災発生時罹災者への支援は問

動画は
コチラ

答 周知徹底、改善に努める
回収されなかったごみの改善策は問

動画は
コチラ

本町において発生した火
災により現場から出る木

材や電化製品、衣類等の処分方
法は。

廃材等については、
当然所有者さんの責

任において処理を。解体等も伴う
ため一般的には産業廃棄物として、
法律のもと適切に処分がされてい
る。

他の自治体では、各市町
村の処分場で罹災証明を

提出すれば、ごみ処理場で処分
可能だが、今の処分場では受け
入れできないことへの理解は。

現在、処分は広域でやっ
ている。火災についての産

廃については、一般ごみとしての
取扱いはない。現在処分方法に

ついて検討中であるが、基本的
には受入れしない。

罹災者に対して、川崎町
として支援は。
主な支援は災害罹災
者に対する見舞金の

支給、住宅の斡旋および６か月間
の家賃の免除がある。

消防格納庫の老朽化や待
機部屋が狭い等の声が届

いている。本町で建て替えの検
討は。

消防格納庫について
は可能な限り確認を

行っている。現時点では、早急
な建て替えは必要ないと考えてい
る。今後総合的に検討していく。

議員

議員

町長

議員

議員

議員消防格納庫の
建て替えの検討は

問

答 総合的に検討

防災管財
課長

防災管財
課長

防災管財
課長

さくら環境センターの稼働
に伴い、ごみ出しの収集

方法が変更となった。各行政区
のごみ集積場では、分別が出来
ていないごみ袋にはシールが貼ら
れ、回収されなかったごみがい
つまでも残っている。ルールが守
られていない現状を考えた時、
きれいなまち川崎を目指して、町
として、改善策はないか。

令和6年9月より周知を
はじめ、2月には分別

表を全家庭に配布し、本格的に収
集を始めて3か月が過ぎるが、ま
だ周知が必要であり、浸透するま
でに1年はかかるのではないかと

思われる。今後も周知を徹底し、
放置ごみの改善に努める。

先日、随分前のものがシー
ルを張られたままあるとい

うので、現場に行き確認したとこ
ろ、瓶に関しては、瓶のふたが
付いたまま出され、中身の入っ
たままの瓶や缶がのこされていた。
その状態が長く続くと集積場も
周辺も不衛生だ。瓶の分別の仕
方も、もう少しわかりやすく、イ
ラストやLINEを活用したり、広報
の特集で、6月は瓶の分け方、7
月はこれという形でしてみてはど
うか。

今言われたことを課の
ほうに持ち帰り、検討

します。

議員

住宅環境
課長

住宅環境
課長

議員

手嶋真由美 議員
て   しま  ま    ゆ    み

杉本 数政 議員
すぎ もと    かず まさ

他に住民サービスの向上、緊
急時の安全対策について質問
しました。
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答 危険箇所の改善に努める
通学路の安全確保は問

動画は
コチラ

答 学校と連携し、指導していく
町立図書館の今後は問

動画は
コチラ

横断歩道の未設置や車道
と歩道の区切りがない道

路が実在しているか。
危険箇所については常に
把握している。各小学校と

教育委員会で現地に行き、調査・
点検を実施。必要に応じて協議
を行い、改善に努めている。

以前は、通学路の横断箇
所に黄色い旗が設置され

ていたが、設置されていない理
由は。

設置後のいたずらや紛失
等、管理が難しいのでは。
子ども達の生命を守る為、
絶対に旗は必要だと思う。
危ない箇所をモデル地区
として一度やってみて、検

討させていただきたい。

団塊世代が人口の40％以
上を占め少子化が進み、

人口減少が加速。未来を担う中
学生に、夢を育む手助けを。

町村会の助成を受け、海
外研修を行っている。本

人の負担額が多く、定員が限られ
ており、随行職員も数名必要。
家庭の負担額も大きくなる。個人
負担が少なく、多くの生徒が参加
出来る学習を検討する。

田川市は中学2年生15名
を自己負担は無くドイツ

へ。香春町は令和8年度以降に

検討中。添田町は中学生を8万
円の自己負担でハワイ。福智町
も8万円の自己負担でハワイ、令
和7年度から高校生を対象に自
己負担3万円で韓国へ。大任町
はフィリピンのセブ島へ中学生30
名を自己負担無し。子ども達の
夢を叶えていただけないか。

検討をさせていただくが、
すぐに行うとなると、課題

が多いのではないかと考えている。
町長、トップとして、子ど
も達を育ててあげてくださ

い。
他市町村の成果について
調べさせていただきたい。

議員

議員

議員

議員

議員

議員

中学生の海外研修を問

答 他市町村の成果について
調べる

町立図書館（パピルスホー
ル）は様々なイベントを

通じ読書の重要性を伝えており、
子供たちの大切な居場所としても
機能している。しかし、その一方
で図書館というのは、公共の場
所であり、静かに本を読みたい、
探したいという方がたくさんいる。
今後の図書館についての取り組
みを教育長に伺う。

図書館は、読書に親しむ
場所として、全ての利用者

にとって心地よい居場所となるよう
に努め、また子どもたちのスペース
づくりの検討のほかに利用のルー
ルや公共施設でのマナーについて、

学校と連携して指導していきたい。

川崎町では小学校中学校
における不登校児童の多

いことが懸念される。地域、社会、
大人の力を合わせ、未来の担い
手である子供たちの育ちに全力
で取り組む時が来たのではと思
い（居場所づくり地域づくり）が
必要と考えるが、不登校対策に
ついて教育長の考えを伺う。

絆づくりの推進や関係機
関との連携を強化し、子ど

もにとって行きたくなる学校を目指
している。居場所については、空
き教室を利用したサポート教室を
設けて、県費の教員の加配のほ
かに単費でもスクールソーシャル
ワーカーを任用するなどして、対象
児童・生徒のいる川崎小学校、
川崎中学校においては、ほっと
ルーム、サポート教室という名前
で運用している。　

議員
不登校対策の居場所を問

答 ほっとルーム、
サポート教室を運用している

教育長

教育長

議員

松岡 久代 議員
まつ おか   ひさ   よ

寺田  響 議員
てら   だ     ひびき

教育長

教育長
教育長

教育長

教育長

教育長
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答 安心安全の機運向上と交通安全運動体の連携強化を図る

子どもらの命守る町ぐるみの交通安全対策を問

答 32億円です
道の駅建設総事業費は問

動画は
コチラ

動画は
コチラ

消防団第7分団格納庫建
替えについてはどうなって

いるか。
昨年9月に格納庫天井
コンクリートが経年劣化

により危険なため、今年1月から2
月にかけて格納庫を解体し、現在
基本実施設計をし、9月補正で工
事費を計上後今年度中の格納庫
完成を予定している。

町民の命と財産を守る消
防団活動が円滑にできる

よう早急に完成をして頂くよう要
望する。

道の駅建設の総事業費は
いくらか。

昨年12月の全員協議
会で説明した32億円

で、造成基本設計費約8千万円、
建築実施設計費5.7千万円、土
木工事費約11億3千万円、建築
工事費約17億円、土木監理費
2.8千万円、建築工事監理費4.2
千万円、用地測量費1.47千万円、
地質調査費1.95千万円、用地
買収費1億7.7千万円。

農地はどのくらい、坪単
位はいくらか。
用地は2万5千㎡、坪
単価2万3130円。

公金不明金について、事
件発生後1年6ヶ月が経つ

が、全く捜査が進展していないと
言うことは、田川署の怠慢か、毎
議会捜査状況を質問しているが、
前議会で当時の担当者が少しずつ
払っている答弁だった。間違いな
いか。

当時の担当者が全額弁償
している。
その金がどこに行ったかわ
からないのに担当者に全

額払わせたのか。
本人から払うと言う話があ
り受け入れた。
その職員が犯人でもない
のに全額払ったというのは

違うと思う。

議員

議員

議員

教育長

教育長
議員

議員

議員

議員

学童・生徒に対する交通
安全教育はどのようにさ

れているか。
　自転車乗車時のヘルメット着用
が義務化されているがヘルメット
購入補助制度を導入し普及を
図ってはどうか。

新小1年生には入学直後
に横断歩道の渡り方、4

年生には自転車の乗り方などの交
通安全教室を実施している。ヘル
メット装着アンケートを実施したが、
所持、装着につき様々な事情で、
その率は良くない。引き続き学校ぐ
るみで交通安全の啓発に努める。

県公安委員会・県警
から委嘱された地域

交通安全推進委員、少年補導員、
交通安全協会役員など17名が交
通安全に関与。更なる連携強化
に努める。

各地でJR駅の無人化が進
んだが、本町は税金投入

し有人化を維持し注目を浴びた。
一方、駅裏はほとんど有効活用
されていない。スクラップ＆ビルド、
今後の駅の方針は。

駅員配置は継続。川崎駅・
道の駅・De愛の駅らで観

光ルートの構築を図る。駅周辺再
開発は地元意見を聴きながら検討
していきたい。

議員

豊前川崎駅有人化10年の
検証と駅周辺再開発推進を

問

答 周辺開発はまず地元の
意見を聞くことから

太田城山地区児童公園
などの再開はいつ

問

答 今のところ具体的方針が
立っていない

議員

町長

防災管財
課長

企画情報
課長

企画情報
課長

防災管財
課長

櫻井 英夫 議員
さくら い     ひで  お

政時喜久美 議員
まさ とき   き    く    み

教育長

▲休止中の子どもの森公園
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※簡易表決とは
　あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の
　起立を求めず「異議ありませんか」と諮ることにより可否を問う
　採決方法です。

賛否表の表示は、 ○賛成、 ●反対、 ○欠欠席、○退 退席となっています。

令和７年度第１回川崎町議会（４月会議） と議  案  一  覧 賛  否  結  果
賛　否　の　結　果

内　容案　件区
分

（可決）簡易表決

（可決）簡易表決

選挙のため採決はありません

常任委員会委員の選任 P7を参照
議会運営委員会委員の選任 P7を参照

選任

手
嶋（
康
）

松

　岡

見

　月

杉

　本

松

　田

繁

　永

手
嶋（
真
）

櫻

　井

樋

　口

山

　下

政

　時

中

　山

川

　根

寺

　田

千

　葉

田川広域水道企業団議員選挙 （当選）中山信和

田川地区広域環境衛生施設組合議会議員選挙 （当選）山下美穂
選挙

各種委員会等委員の指名
・川崎町社会福祉協議会
　（理事）樋口秀隆　（評議員）櫻井英夫
・川崎町学校給食センター運営審議会委員
　千葉加代子　手嶋真由美

指名

令和７年度第２回川崎町議会（６月定例会議） と議  案  一  覧 賛  否  結  果
賛　否　の　結　果

内　容案　件区
分

報告のため採決はありません

（同意）簡易表決

（可決）簡易表決

専決処分（川崎町国民健康保険税条例の一
部を改正する条例）

県道423号川崎・猪国線の歩道設置工事促進
を求める意見書の提出

固定資産評価員の選任

専決処分（川崎町税条例の一部を改正する
条例）

地方税法の改正に伴い
条例を改正するもの
地方税法の改正に伴い
条例を改正するもの

専決処分（令和７年度川崎町学校給食セン
ター特別会計補正予算（第１号））

令和６年度川崎町継続費繰越計算書

累積赤字による繰上充用金を
補正するもの

継続費のうち、支出の終わらなかった
ものを翌年度に繰り越すもの

報告

人事

発議

手
嶋（
康
）

松

　岡

見

　月

杉

　本

松

　田

繁

　永

手
嶋（
真
）

櫻

　井

樋

　口

山

　下

政

　時

中

　山

川

　根

寺

　田

千

　葉

令和６年度川崎町繰越明許費繰越計算書 支出の終わらなかったものを
翌年度に繰り越すもの
税務課長の異動により

中島税務課長を選任するもの

P6を参照

（可決）簡易表決職員定数条例の一部改正条例 P6を参照

（可決）簡易表決各種委員会等委員の指名指名

請願

・川崎町地域公共交通会議委員　松岡久代
・川崎町水環境保全審議会委員　杉本数政
・第13回日中交流水墨画公募展
　実行委員会委員　　　　　　　手嶋康徳

（可決）簡易表決第２次川崎町中小企業振興基本計画
計画

補正
予算

P5を参照

川崎町入札監視委員会の適正な運営を求め
る請願 P6を参照

川崎町監査委員会の適正な職務執行を求め
る請願
川崎町政治倫理審査会の適正な運営を求め
る請願

P6を参照

P6を参照

（可決）簡易表決第２次川崎町観光振興基本計画 P5を参照

（可決）簡易表決一般会計 P5を参照

（可決）簡易表決特別会計（後期高齢者医療） P5を参照

○ ○●○●●● ●●●●○ ● ●○

○ ○●○●●● ●●●●○ ● ●○

○ ○●○●●● ●●●●○ ● ●○
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委員会レポート
委員会の活動状況を報告します

もっと 
知りたい！

議会では年4回の定例会の休会中は、それぞれの委員会に
分かれ、所管の現地調査や机上審議をしています。

新規就農の現状

建設産業常任委員会

ブドウ農家としての新規就農は大ケ原で前向きに行っている（イチゴとアスパラの就農は条件が合わず見送り）

農産物生産拡大検討会議

令和６年度、５回の会議開催
　　　　　　⬇
令和７年３月26日に町長へ答申
今後も何カ月に１回会議を開催し、まとめていく

農産物生産拡大会議では

安宅川を覆う竹の状況
荒平・黒木地区付近の安宅川の状況

・どれくらいの圃場が必要か
・川崎町でどんな野菜が売れているか
・目標作付け面積　令和７年度　37ヘクタール
　　　　　　　　  令和８年度　54.4ヘクタール

自己資金はどのくらい必要なのか。Q
A 1000万円から3000万円くらいは設備投資に必要と思われる。
現在は補助金もなく、自己資金のない方の新規就農はむずかしい。

一概に農産物といっても米、野菜、果物等いろいろあるが、お米に力を入れてほしい。
また、どういうふうに生産をふやそうとしているのか。

Q

A 現在、お米のブランド化に向けて調整をしている。川崎町はレンゲ米という品種があり、農協
に全部出荷し、地域ごとには、まとめていただいている。ブランド化するのがなかなか難しく、
この会議でも「ライスセンターをつくり、個別でパッケージを考えてブランド化を図りたい」
という御意見があったので、ブランド化に向けての協議を農協と今進めている。
果樹はリンゴとイチゴ、今後売行きがあるだろうと思われる果樹については、ナシ、ブドウ、柑橘、
柿、栗などさまざまな品種をあげて、大体、どれぐらいの売り上げが出るかを検討している。

新規就農者 ➡ 令和６年度　イチゴ、ブドウ、アスパラ、３件の新規就農相談あり。

　令和６年度末から管理道路の草刈り業務に取りかかり、現
在は、ほぼ業務完了。
　管理道路の対岸から竹がまだ川を覆っているので、県土木
の河川課に引き続き、伐採の要望をしていく。（安宅川は県の
管理となります。）

16ページの

へ
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総務常任委員会

税金は期限内納付を !!
　令和６年度の税の収納率は、町民税は0.6ポイント減、固定資産税は
0.4ポイント増。法人町民税、軽自動車税ともに0.４ポイント増。個人町民
税の収納率が昨年同期と比較して下回った要因としては、今年度実施され
ている定額減税の影響。給料から天引きされている特別徴収分の徴収方
法が１２回から１１回で徴収することに伴い、収納が後送りとなるため３月末
現在では昨年同期を下回っていますが、出納閉鎖月の５月末では同率程
度の収納率になると予想。QRコードによる納付やコンビニ納付を利用され
た場合、町への収納に１週間から２週間かかることも要因の一つではない
かということです。
　滞納繰越分の収納率、固定資産税を除き収納率は下回っています。主
な要因として、今年度は現年度、過年度ともに未納となっている方の徴収
方法を現年度優先に変更したことが考えられるということです。
　滞納整理の取り組み、催告書を年３回送付、年間約6,000件近い金融
機関調査、預金等や給与の差し押えを行っているようです。
　差し押えによる収納が直近3年間1,000万円を超える金額となり、その
成果は出ているが、執行部としては、滞納の解消に取り組むとのことです。

新しくなった防災行政無線
　防災行政無線は、導入後13年が経過し、特に親局設備の操
作卓等に関しては老朽化が著しく、故障発生時の修理について
は部品製造中止等により、対応が困難な状況となったため、親
局更新・改善工事を実施しました。　
　今後の活用計画ですが、防災行政無線は、災害時等におい
て各種気象情報や避難情報等をいち早く住民に対し周知すること
で、被害を未然に防いだり最小限に抑えることにより、住民の安
全を確保するとともに、平常時には、行政からの各種行事等の
お知らせや、各行政区内でのコミュニティ放送により、住民との情
報の共有が形成されるよう、多種多様な活用方法に取り組む。

道の駅かわさき
　「道の駅かわさき」のスケジュールは、令和 9 年度末、開業で変更はない。工事については、文化調査や
各機関への申請、住民説明会、用地買収登記終了後に造成工事を発注する予定です。用地交渉・売買に
ついては、令和 7年 7月から9月の予定です。
※委員会では定期的に進捗状況を確認していく。

▲会計課窓口横に設置されている収納機
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民生文教常任委員会

クリーンエネルギーの活用などで電気代の軽減を要望
　B&G海洋センターの施設等の令和６年度の１年間の利用
者数は、全体で44,277人となっています。
　利用料などのお金の管理は適切に行われており、その施設
利用に関する統計資料として、個々の施設の利用料も含めた
「日報」、「月報」、「年報」は、必要と考えるので作成するよう
に提案しました。
　また、B&G利用者の電気代の負担について、担当課として、
あるいは町として、クリーンエネルギーの活用など新しい政策
や事業を企画することにより、いくらかでも値下げできるような
対策を行っていただきたいという提案をいたしました。

道の駅に川崎町の歴史に関する展示コーナー設置を要望
　今、道の駅建設地で行われている発掘調査としては、 現
地での発掘調査が、令和７年７月31日までの予定で、その後
の整理作業が令和10年３月までの予定であります。現場での
発掘作業などが終わり、出土した遺物などを整理作業して、
文化庁や国立国会図書館などの関係機関などに調査報告書
を配布すると、発掘調査は完全に終了ということになります。
　川崎町で出土した遺物などは、せっかく道の駅という町内
外から人が集まる場所ができるのであれば、その道の駅の一
角でもよいので、出土した遺物などの展示や川崎町の歴史が
わかるようなスペースを設置することができないか検討していた
だきたいと要望しました。

町立病院に対する町の意見についても報告してほしい
　川崎町立病院評価委員会は、町立病院の
業務実績を評価し、改善を促すための重要な
機関であり、町長の附属機関として設置され、
中立的な立場から評価を行います。その役割
としては、町立病院の業務実績評価、中期目
標や中期計画の審査・意見提出、評価結果
に基づく改善勧告などであります。したがって、
町立病院の運営が適切に行われているかどう
かをチェックし、より良いサービス提供に貢献
するための重要な役割を担っているといえます。
　毎年行われている町立病院の業務実績評
価結果については、できれば町立病院に対す
る町の意見についても報告するよう、ぜひ検
討していただきたいと要望しました。

▲発掘調査

▲町立病院

▲B&G
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　議会開催中の後半から梅雨に入り、雨が続いた６月議会でした。
　梅雨の雨は、夏場の農業を支える「恵みの雨」で、農業に携
わる議員は心強い思いで議場に通って来ていたと思います。
　今議会では２年６ヶ月後にオープン予定の「道の駅」の充実
に向かって一丸となって様々な施策の検討を行い、会期中に「観
光振興計画」等が議案として上がり、これらの承認を議会だよ
りで伝える編集となりました。

安宅川に倒れ込んだ竹を伐採処理
－災害防止とホタル名勝地保護再生
　安宅川と黒木川の合流地点から安宅方面に遡った
流域はホタルの生息地で５月下旬から６月中旬にかけ
て癒しの光で楽しませてくれます。
　黒木側のサイクリングロード途中に入口がある知ら
れざる名勝です。
　しかしこの数年は、隣接するフェザントゴルフ場岸
の県有地から倒れ込んできた竹が大量に川面をおお
い、水流を妨げることにより災害を助長する可能性が
増えたうえ、散策路も雑草がはびこり、ホタルの鑑賞
が出来なくなっていました。
　そこで町行政を通じて県に働きかけ、河川管理の責
任者である県が今年になって伐採処理を施し、災害防
止とホタル名勝地の再生がなっています。　　　　　
　　　　　　　　　　　（建設産業常任委員会調査）

伐採前

伐採後

さん会長
の　 むら　　ひで　 お
体育協会

野村 秀雄

体育協会は
スポーツをする人の
サポートをしています。

Q抱負は
スポーツを通して健康づくりを応援A

今回の今回の
主人公主人公


